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１．2019 年度報告 

（１）入試関連（Waseda Vision 150 核心戦略１関連） 

－2020 年度を見据えた各学部・研究科における入試制度改革の実施状況－ 

①  「海外指定大学推薦入試制度」の拡充 

2018年度に、海外で高い水準の日本語教育を行っている大学から優秀な学生を受け入れる「海外指定大学推薦

入試制度」を立ちあげた。立ちあげ 2 年目となる 2019 年度には、4 大学（復旦大学、大連外国語大学、天津外国

語大学、釜山外国語大学）から 5 名の留学生を修士課程に受け入れた。この 2 年間の実績について、応募と選考の

状況、入学後の学業成績、その他のパフォーマンスを教員間で共有し、本入試制度が順調に運用されていることを確

認した。 

2019 年度末には現地を訪問し、指定大学における選考の状況等を確認のうえ、制度の拡充に向けてより具体的

な情報を収集し、意見交換を行う予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、海外出張を延期せざる

を得ず、今年度の訪問は韓国の 2 大学にとどまった。訪問が実現した韓国の指定大学では有益な情報交換をすること

ができた。 

 

②  「海外指定大学特別選考」の見直し 

2019 年度は 1 大学から 1 名の留学生を修士課程に受け入れた。これまでの応募・選考状況を集約し、全面的な

見直しについて引き続き検討を行った。「海外指定大学推薦入試制度」の指定大学には、同時に「海外指定大学特

別選考」の指定大学でもあることも多い。①に記載の通り、直接訪問して情報収集、意見交換を行う予定であったが、

こちらも新型コロナウイルスの状況が落ち着いてからあらためて計画することとした。 

 

③  「現職社会人コース」の広報強化 

学校や行政機関において日本語教育を担う人材を育成することを目的とした「現職社会人コース」について、入試説

明会において対応ブースを設置し、対応した。また、箇所間協定を締結している自治体の教育委員会等に対して、制

度の紹介を行った。 

 

④  入試広報の展開 

全学で行っている大学院入試説明会（6 月）に参画した。あわせて、研究科独自の入試説明会を 7 月と 1 月に

開催し、それぞれ 196 名と 79 名の参加者を得た。修士の入試選考は、併願が多い他大学の入試スケジュール、およ

び、入学手続き（在留資格取得を含む）にかかる現実的な日数などを考慮し、2022 年度入試から新日程を導入す

ることとした。 

WEB サイトは階層を整理し、潜在的な志願者が情報収集しやすい構造に改善し、加えて、在学生の声を掲載する

等コンテンツの充実をはかった。また、今後の広報戦略立案のため、WEB サイトアクセスデータの分析も行った。 

 

⑤  入試制度の見直し 

2018 年度に立ちあげた「国費・入試ＷＧ」が中心となり、国費留学生等を対象とした特別選考制度等について検

討を行った。2021 年度から新制度による入試を実施する予定である。 

 

（２）教育関連（Waseda Vision 150 核心戦略２、３、４関連） 

－グローバルリーダー育成にむけた、各学術院・学院・学校における取り組み状況－ 

① 教育指導体制の強化 
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昨年度まで見直してきた学生指導体制を引き続き強化した。教育効果がさらに高まるよう演習の実施形態について

見直しを行った。2020 年度から新形態での演習を実施する。 

 

② キャリア支援のための正課外活動 

キャリア支援のための活動として、当研究科主催による「キャリアセミナー：ようこそ先輩」（春・秋学期各１回）、

「日研ひろば」（随時）を開催した他、外部機関によるものとして国際交流基金および日露青年交流センターによる海

外派遣に関する説明会を実施した。 

 

③ カリキュラムの全面的な見直し 

日本語教育学の進化・発展、日本語教育を取りまく社会的ニーズの変容、入学者属性の変化などに対応し、

2001 年度の研究科設立時に策定された授業カリキュラムの大幅な見直しを行った。「理論研究科目」については、

2020 年度から新しいカリキュラム体制に移行するための準備を整え、新入生に周知するとともに、在学生には事前説

明および履修指導等を行っている。 

 

④ アカデミックスキル向上のための教育活動 

修士論文、博士論文を執筆するためのアカデミックスキルを向上させるため、研究倫理や引用のルールなどを集中的

に学べる研修会を 4 回実施した。一方的な講義形式の研修ではなく、必ず学生から自身の学びをフィードバックさせ、

理解の定着をはかった。学生閲覧用の参考文献も新規に備え、各演習や研究指導等における学習機会を増やし、個

別指導の強化にも努めた。 

 

⑤ ノンディグリープログラムの拡充 

昨年度に引き続き、「日本語教育学公開講座」、「実践ワークショップ」、「オンデマンド講座」の改編、拡充に向けて

議論を重ねた。具体的には、「公開講座」はその意義・目的・位置づけ等を再確認し、2020 年度からの講義ラインアッ

プを整えた。「オンデマンド講座」については 2021 年度から新規コンテンツでの提供開始を目指し、2020 年度中に講

義の再録を行うことを決定した。 

 

（３）研究関連（Waseda Vision 150 核心戦略７、９関連） 

－研究の国際展開のための戦略策定に向けた取り組み状況－ 

① 訪問学者、リサーチフェローの受け入れ 

国際的な研究協力推進の一環として、2019 年度には訪問学者 1 名、リサーチフェロー1 名、リサーチインターン 2

名、合計 4 名を受け入れた。 

 

② 日本語教育研究センター（CJL）との連携 

当研究科の専任教員が CJL の所長、人事委員、管理委員を務め、組織運営面での連携を維持した。また、当研

究科が提供するグローバルエデュケーションセンターの副専攻「日本語教育学」において CJL の教員も授業を担当し、教

育面での連携もはかった。 

③ また、数多くの博士後期課程在学生、修了生が CJL の専任教員、任期付教員、非常勤講師、インストラクター

（非常勤）として勤務し、全学の日本語教育に貢献している。 

④ グローバルエデュケーションセンター（GEC）との連携 

GEC の副専攻「日本語教育学」を開講し、全学の学部生等への教育に貢献した。同副専攻の 2019 年度の修了
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生は 22 名であり、GEC において最多の修了生となっている。同副専攻の受講生には、必ずしも日本語教師を目指す

ものばかりではなく、「留学に備えて、日本語や日本文化をきちんと学んでおきたい」「留学先で日本語を教える機会があ

るかもしれない」「早大の外国人留学生に日本語や日本文化について質問されたが、まったく答えられなかったので学び

たい」といった動機を持つものも多い。このことから、同副専攻は本学のグローバル化を側面から支えていると考える。 

また、数多くの在学生、修了生がライティングセンターのチューター、指導員として勤務し、全学のアカデミックライティング教

育に貢献している。 

 

（４）国際関連（Waseda Vision 150 核心戦略８関連） 

－派遣留学、留学受入促進に向けた環境整備への取り組み状況等－ 

① 「海外実践」科目の維持・充実 

2018 年度に、海外の協定大学の日本語学科等において、約１学期間（３〜４ヵ月間）にわたってアシスタントな

どの立場で日本語教育の実践を学べる実践研究科目を設置した。派遣大学は、アジア（ベトナム、タイ２大学）、欧

州（ハンガリー、ドイツ、セルビア）の計６大学である。 

設置して 2 年目となる 2019 年度には 3 名の学生が、アジア、欧州の３大学（タマサート大学（タイ）、カーロリ大

学（ハンガリー）、ベオグラード大学（セルビア）に派遣され、多様な海外実践を積むことができた。 

 設置以降 2 年間の実績を踏まえて振り返りを行うべく、派遣大学を訪問して現地受入担当教員と意見交換を行っ

た。当初は全派遣大学（6 大学）を訪問する予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、アジア諸国の派

遣大学への訪問は見合わせ、欧州の 3 大学にとどまったが、本プログラムの一層の充実に向けて実のある意見交換がで

きた。 

派遣枠拡大に向けて学内助成金との併用を検討した結果、現実的ではないことがわかり、導入は見送ったが、今後

も一般社団法人尚友倶楽部より引き続き助成を得て、在学生の経済的負担を軽減しながら海外における実践経験

が積める機会を提供していく。 

 

② 「海外展開グランドデザイン」を踏まえた海外展開 

2018 年度に策定した「海外展開グランドデザイン」を踏まえ、既存の協定大学と協定内容の見直し等を行った。海

外展開に向けて体制を整えた。 
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２．2020 年度計画 

（１）入試関連（Waseda Vision 150 核心戦略１関連） 

－2021 年度を見据えた各学部・研究科における入試制度改革の実施計画－ 

① 「海外指定大学推薦入試制度」の拡充 

海外の大学から優秀な学生を受け入れる「海外指定大学推薦入試制度」の運用を引き続き進める。2019 年度に

実施できなかった中国と台湾の指定大学訪問を可能な限り早期に実現し、現地の状況を踏まえて同制度の拡充を検

討する。 

 

② 「海外指定大学特別選考」の見直し 

海外の大学の優秀な 3 年次生を対象に選考を行う「海外指定大学特別選考」がより効果的に機能するよう、現地

の状況等を検討の上、見直しを行う。①と同様、なるべく早期に現地訪問を実現させる。 

 

③ 「現職社会人コース」の広報強化 

学校や行政機関において日本語教育を担う人材を育成することを目的とした「現職社会人コース」について、より広く

存在を知ってもらえるよう引き続き広報を強化する。 

 

④ 入試広報の展開 

全学で行っている大学院入試説明会に引き続き参画する。研究科独自の入試説明会について受験生が併願を考

える他大学の入試スケジュールなどを考慮し、開催時期および内容を見直す。WEB サイトには教員個人や研究科とし

ての社会貢献コンテンツも新規に掲載し、内容の一層の充実をはかる。 

 

⑤ 入試制度の見直し 

2018 年度に立ちあげた「国費・入試ＷＧ」が中心となり、引き続き入試制度の見直しに取り組む。国費留学生等

を対象とした特別選考を 2021 年度から実施する。 

 

（２）教育関連（Waseda Vision 150 核心戦略２、３、４関連） 

－グローバルリーダー育成にむけた、各学術院・学院・学校における取り組み計画－ 

①  教育指導体制の強化 

昨年度に引き続き、教育指導体制の一層の強化に取り組む。特に、研究倫理にかかる教育・指導について教員間

で情報交換を行い、研究科としての事例を蓄積し、より一層、指導の強化を図る。 

 

② キャリア支援のための正課外活動 

キャリア支援のための正課外活動を引き続き開催する。 

 

③ 「理論研究科目」「演習科目」の安定的な運用 

2020 年度から新カリキュラムに移行する「理論研究科目」および「演習科目」を安定的に運用する。特に、当研究

科で初めて導入する２つの必修科目（うち1科目はフルオンデマンド科目）については、適宜、専任教員全員でシラバ

ス、教材、受講生のパフォーマンスなどを共有し、さらなる充実に努める。 

 

④ 「実践研究科目」の見直し 
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 「理論研究科目」「演習科目」に続き、「実践研究科目」について全体像を踏まえ、大幅な見直しを行う。 

 

⑤ アカデミックスキル向上のための教育活動 

修士論文、博士論文を執筆するためのアカデミックスキルを向上させるため、研究倫理や引用のルールなどを集中的

に学べる研修会を引き続き実施する。 

 

⑥ ノンディグリープログラムの拡充 

昨年度に引き続き、「日本語教育学公開講座」「実践ワークショップ」「オンデマンド講座」の改編、拡充に取り組む。

「オンデマンド講座」では、講義コンテンツの再録を行い、2021 年度から Waseda Moodle での提供が開始できるよう

準備を整える。 

 

（３）研究関連（Waseda Vision 150 核心戦略７、９関連） 

－研究の国際展開のための戦略策定に向けた取り組み計画－ 

① 訪問学者、リサーチフェローの受け入れ 

昨年度に引き続き、訪問学者、リサーチフェローの受け入れに積極的に努める。 

 

②  日本語教育研究センター（CJL）との連携 

昨年度までと同様 CJL と連携し、本学の日本語教育を、教員養成（当研究科）、教育実施（CJL）の両面にお

いてさらなる貢献をするために、協働でカリキュラム等を検討する会議体ないし機構（仮称）を立ち上げる。また、在学

生、修了生が CJL 教員として勤務できるよう、CJL と連携し、説明会などを開催する。 

 

③  グローバルエデュケーションセンタ（GEC）との連携 

昨年度に引き続き、「学術的副専攻」として開設される GEC 副専攻科目「日本語教育学」を責任箇所として担当

する。特に、導入初年度となるフルオンデマンド科目には専任教員全員で取り組み、教材・指導体制のさらなる充実を

はかる。また、在学生、修了生がライティングセンターのチューター、指導員として勤務できるよう、ライティングセンターと連

携し、説明会などを開催する。 

 

（４）国際関連（Waseda Vision 150 核心戦略８関連） 

－派遣留学、留学受入促進に向けた環境整備への取り組み計画等－ 

① 「海外実践」科目の維持、充実 

2018 年度に開始した「海外実践」科目について、2 年間の実績を踏まえて振り返りを行い、制度の維持および質的

充実を目指す。特に、2019 年度に訪問が叶わなかったアジアの派遣大学への早期の訪問を実現し、現地受入教員と

直接意見交換をすることで、派遣前教育の一層の充実やプログラム全体のデザインについて拡充をはかる。このプログラ

ムについては、現在一般社団法人尚友倶楽部の助成により、渡航費・滞在費にあてられる奨学金を得ており、毎年最

大 5 名の派遣人数もこの助成金額に負うところが大きい。 

 

② 「海外展開グランドデザイン」を踏まえた海外展開 

2018 年度に策定した「海外展開グランドデザイン」を踏まえ、より一層の安定した海外派遣制度、海外展開の充実

を目指す。 

以 上 


